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仙台市子ども会連合会（仙子連） 

常任理事 菊地 航平 

 本業は某学校法人の職員ですが、副業として子

ども会の仕事をしています（無給なので副業では

ないか笑）。蛇足ですが、子どもはいませんし、そ

もそも独身のアラサーです。この話になると「なぜ

子ども会？」と思われるのですが、それには以下の

事情がありまして…。 

 小学 4年時、所属していた子ども会で「副班長」

になってから変なスイッチが入った私は、ある時

から「なぜ子ども会なのに大人が動かしているの

だろう」と疑問を持ち、小学 6年時には「改革案」

を作る、なんとも珍しい小学生になっていました。

とはいえ子ども会は小学生までで、その先をどう

しようかと思っていた頃に出会ったのが JL（ジュ

ニアリーダー）でした。「これなら誰にも文句を言

われずに子ども会に関われる！」と飛び込んだ JL

の世界でしたが、JLは端的に言えば「子どもを笑

顔にするボランティア」。間違いなく私は浮いた存

在だったと思いますが、楽しかった思い出もある

し、今でも付き合いのある方はいます。余談ですが

「せん杜」の齋藤代表理事とのご縁もこの時期で

す。 

 とはいえやはり物珍しい菊地は、今度は JLとい

うものにもいくらかの問題意識を持つようになり

ました。そんな折「仙台に SL（シニアリーダー）

を作る」という話が浮上し、他の要因も重なって、

高校卒業後に縁あって宮城県子連の SL サークル

「ZEST」に武者修行のつもりで加入しました。も

っとも「3.11」の影響で構想は頓挫し、予定より

長く宮城県で活動することになりましたが…。

（注：子ども会は、宮城県と仙台市は別組織なので

す。） 

 その後仙台市に戻り、社会人になったのを機に

地区子連、そして仙子連の役員になり現在に至っ

ています。 

 

数えてみると「子ども会」というものを意識して

から 20 年以上経っていました。この間多少のズ

レはあったにせよ、「もっと良いものにできるはず」

という問題意識が常にあったように思います。前

述の「なぜ子ども会なのに大人が動かしているの

だろう」とか、「子どもが減っていく未来に、今の

ままの子ども会は必要になるのだろうか」とか、些

細なところだと「JLのレクダンスは子ども向けに

も使えるものなのだろうか」とか…こういった問

題意識に至るまでに、思い返せば「物事を疑ってみ

る」という過程がありました。 

JLに入りたての頃、「JLは山形県西川町が発祥」

という話を聞きました。当時は真に受けていまし

たが、実際どうなのだろうと後々になって調べて

みると、どうも宮城県発祥が有力というコメント

や資料が見つかりました。疑いを持つことが、「実

はこれって…」というものを見つける取っ掛かり

になることが往々にしてあります。例えば研修会

で教わったことでも疑問があれば考えてみる、別

の角度から考えてみると実は違うのではないか…。

考えてみて違うと思えば課題として取り組むこと

ができるし、結果的にはそれが正しかったとして

も、一度検討するのとしないのとではその説得力

が大きく変わってくるものです。 

私の考えが必ずしも正しいとは言えませんが、

疑問もなく進めることで物事がもっと良くなる可

能性を狭めるより、疑問について検討することが

あっても良いと思うのです。仙台は「コミュニティ

スクール」という新たな取組みを標榜している最

中、議論を良い方向に進めるために、些細なことで

も疑ってみる「歩き方」がもっと肯定されても良い

のではと思っています。 

 

 


